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航空協定ネットワークは，EU・米国間がオー
プンスカイ協定を結んだことにより，国家連合や
自由航空地域などのようなブロック対ブロック，
さらには多国間協定に変化していくと思われる。
資本自由化の動きも「EU域内でみられるような
ブロック内での買収合併だけでなく，ブロックを
超えたトランスナショナル・エアラインの契機に
もなるだろう」と著者は指摘し「国際航空業界に
おけるグローバリゼーションは，ようやく始まっ
たばかりである」と述べている。
Ⅳ 日本航空の経営改革と今後の
経営戦略への示唆
本書は，ブリティッシュ・エアウェイズの経営
をテーマとして，欧米諸国における業界の背景や
ブリティッシュ・エアウェイズの民営化における
経緯を時系列に述べ，また民営化後は，同社のグ
ローバル化への挑戦を方面別，トッピック別に詳
細で分かりやすく説明し，考察・概観している。
本書を読み進めていて非常に興味深く思ったこ
とは，ブリティッシュ・エアウェイズの民営化の
過程，その背景や社内の状況などに，今現在，日
本国内でも破綻前後の経過が大きく注目されてい
る日本航空との共通点がいくつかあることである。
ブリティッシュ・エアウェイズも日本航空も元
国営企業で，ナショナル・フラッグ・キャリアで
あったこと，放漫経営で経営効率が悪く，経営危
機に陥ったこと，官僚的でエリート意識が高かっ
たこと，組合が複数乱立して，中には戦闘的な色
彩の強い組合が存在していたこと，あるいは経営
再建に社外から強力なリーダーシップを発揮する
経営者を迎えたことなどがあげられる。
中でも筆者が注目したのは，経営危機ないし経
営再建にあたり，両社が社外から経営者を迎え入
れたことである。ブリティッシュ・エアウェイズ
は鉄鋼分野で実績のあるサー・ジョー・キング氏
を，また日本航空は京セラ創業者の稲盛和夫氏を
迎えたが，両者ともに異業種出身である。
両者が経営改革のうえで行ったことも非常に似
ている部分がある。一つは大幅な人員削減，機材
の変更と路線の見直しであり，もう一つは役員か
ら平社員までの意識改革により徹底して採算意識
を植え付けたことである。この採算意識の植え付
けのために両者は部門別独立採算制を導入してい
る。
日本航空はこうした経営改革が実り，2012年
月期，過去最高収益を得て，!月19日の再上場を
果たした。その時，時価総額は約6900億円となっ
た（日本経済新聞・2012年!月19日夕刊）。2012
年は，日本においても航空自由化と価格競争の波
が大きく押し寄せた年である。LCCの設立・就
航が相次ぎ，全日空が出資する「ピーチ・アビエ
ーション」を皮切りに多くが就航した。さらに全
日空はエアアジアと組んで「エアアジア・ジャパ
ン」を国内線・国際線で就航させ，また日本航空
は，カンタスグループ，三菱商事と共同出資で
「ジェットスター・ジャパン」を就航させている
（日本産業新聞・2012年月27日）。
一方，EU諸国では，2001年!月の世界同時多
発テロを契機に価格競争が一気に進展し，LCC
が大きく伸びていった。そのような市場環境の中，
ブリティッシュ・エアウェイズは既述のとおり，
長距離路線，効率性重視，上層セグメントへの移
行を行ってきたが，あわせて競争力の高さも維持
してきている。
このようなブリティッシュ・エアウェイズの経
営は，これから価格競争が大きく進展していく日
本の航空市場において，サービスと質で勝負し，
また国際線を中心に伸ばしていこうとする日本航
空の経営改革と経営戦略への大いなる示唆になる
と思われ，その観点からも本書は非常に興味深い
内容である。
ブリティッシュ・エアウェイズの経営
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